
フェノール系繊維製耐熱服について

1.はじめに

危険物火災の防ぎょには石綿製の耐熱股が使用され

ているが，この耐熱服は重量が重く，活動性が劣り，

かつ，石綿粉末による公害問題も発生しているため，

これに替わるべき軽量な耐熱服について検討していた

が， この度軽量で耐熱性に富んだフェノーノレ系繊維を

用いた耐熱服を試作したので，その式投結果について

報告する。

2. 試験項目

(1) 5，000及び 7，OOOkcal/ m'hの放射熱を 5分間受熱

した時の耐熱性について

(2) 5，000及び 7，OOOkcal/ m'hの放射熱を 5分間受熱

した後 5分間放置したときの蓄熱性について

3. 試験日時及び場所

昭和51年 5月24日~沼和51年 5月25日

消防科学研究所 防火力実験室

4. 試験方法及び設定

写真 lに示すようにマネキンに|耐熱服を着せて，都

市カ'スを熱源とした加熱炉前に置き， 5，000及び7，000

kcal/ m'hの放射熱を 5分間受熱させて耐熱性を調べ

受熱停止後 5分間放置して服内の訴熱性を測定した。

またl耐熱服各部の温度測定には熱電対を用い，図 l

に示すように耐熱服の内部及び外部に測定点24点を設

け，デジタル温度計を用L、て測定した。

5. フェノール系繊維製耐熱服の

使用材料及び重量

(1) 使用材料

本第一研究室

前面外部
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(5， 000kca1/ m'hの放射熱を受熱した場合

における測定位抗各部の温度変化〉

(室温 120c) 
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(7， OOOkcal/ m'hの放射熱を受熱した場合

における測定位置各部の温度変化〉

(室温 170C)

表 2

(1) 5， OOOkca1/ m'hの放射熱を受けた場合

耐熱月日各部の温度は，加熱炉からの放射熱を受けは

じめると同時に上昇し，耐熱服前面の外部温度は 5分

後に面体部て、 101.80C，胴部で 96.00Cを示したが，

後面の外部温度は 17.30Cで受熱前の温度より 5.30C

しか上昇しなかった。内部温度の変化は受熱開始後徐

々に増加し， 5分後には耐熱服面体部前面で 26.40C，

胴部で41.5"C (4点の平均値〉腕部で19.20C (4点

の平均値)及び明l部で 28.70C (4点の平均値〉の温

度を示した。また，受熱停止後の温度変化をみると，

受熱停止時，面体前面内部温度は 26.40C，胴前面内

部混度は 41.50 Cであったが， 放置5分後には，面体

前面内部温度は 32.00Cと5.60C上昇しているが，胴

前面内部温度は逆に 38.90Cと2.60C下がっている。

後面内部温度は面体部で4.60C上昇している他はほぼ

横ばいであった。

試験結果は表 1で示す。

(2) 7， 000kca1/ m'hの放射熱を受けた場合

耐熱服前面の外部温度は受熱開始と同時に急上昇し

5分後には面体部で1l5.00C，胴部で127.90Cを示し

た。また後面の外部温度は 24.10Cと7.10C上昇して
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6. 果車吉験試

L 、る。内部温度の変化には.受熱 5分後で耐熱nfl面体

部前面では36.50C，胴部前面で61.30 C (4点の平均

値)，腕部で29.90C (4点の平均値)及び脚部で37.3

。C (4点の平均値〕であった。受熱停止後の温度変

化をみると， 面体前面内部温度は受熱停止時 36目 50C

であったが，放置 5分後には 42.20Cと5.7.C上昇し

ている。これに対し胴前面内部温度は0.20C逆に下が

っている。しかし途中の温度変化をみると，放医 2分

後までは上昇カーブを画いている。後面内部温度は，

全測定箇所とも上昇しており，面体部では4.50C上昇

して3S0Cを示した。

試験結果は表 2で示す。
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7. 考 察

今回試作したフェノーノレ系繊維製耐熱服に 5，000

kcalj nihの放射熱を放射すると， 前述の結果のとお

り， 耐熱服内部の最高温度は受熱 5分後で 43.40C，

7， 000kca1j nihの場合 66.30Cはであった。一般に人

聞が高温'ぷ囲気内で作業した場合に耐えられる時間と

温度の関係は図 2に示すが，消防活動に相当する作業

である R.M.R. 6の作業を，温度300C，湿度70%の

雰囲気内で行った場合の作業可能限界時聞は10分以下

であり，これを試験結果の温度変化と比較すると.

5， 000kca1j nihの放射熱を受熱した場合には 4分間で

7，OOOkca1j口J'hの放射熱を受熱した場合には 1分20秒

間で 380Cに達しており， それ以後の現度上昇を考え

た場合， この試作した耐熱服を着装して， これらの放

射熱を受けた場合の作業可能時聞は5，000kca1j nihの

受熱で 5分間， 7， OOOkcal/ nihの受熱で 2分聞が限度

と思われる。

またこれを15万kQタンク(直径100m，高さ20m)の

全面火災にあてはめ，受熱箇所別の放射受熱量を表 3

に示す。受熱箇所が地上面で受熱面との距離40mの場

合には最高放射受熱量が4，960kcalj nihであり，試作

した耐熱服を着装すれば，この位置に 5分間程度は接

近可能である。しかし受熱箇所がタンク上面と同位宵

及び防油堤火災の場合には接近困難である。

放射停止後の蓄熱性についてみると，面体部におい

ては， 5，000又は 7，000kca1j nihとも放射停止時の温
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表 3 (堺，泉北臨海工業地帯防災対策の

調査研究より)
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120 10.6 3，820 I! 120! 8. 4 3，020 

130 9.6 2， 770 

140 8.8 3，18011 1401 7.3 2，630 

150 8.0 
2刊 1501
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200 5.2 1，890 11 200 1 4.5 1，620 

度より 50C以上上昇しているが，胴前面内部におい

ては， 5， 000kca1j nihの場合， 5分後には 2.60C， 

7， 000kca1j nihの場合には0.20C放射停止時の温度よ

り下がっている。しかし7，000kca1j nihの放射熱を受

熱した場合においては，放射停止後 2分聞は上昇傾向

を示しており， 5， OOOkcalj nihの放射熱を受熱した場

合より， 7， OOOkcalj nihの放射熱を受熱した場合の方

が蓄熱性が大きいことを示していた。また重量的にみ

ると，試作したフェノーノレ系滋維製耐熱服は 9.2kgで

従来のアスベスト製耐熱服よりも 3.3kg軽量化されて

いるため，活動性については相当向上してし、るものと

思える。

8. おわりに

今回試作したフェノーノレ系繊維を使用した耐熱服は

軽量化と耐熱性の向上を目的として試作したものであ

るが，軽量化についてはほぼ目的を満足するものであ

る。しかし，耐熱性については，若干難点、があるた

め，今後，繊維の組合せ方法等を検討して，より良い

ものに改良してゆく予定である。
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